
1 

 

会 議 録 

会 議 名 道明寺東幼稚園 住民説明会 

日時・場所 平成 30年 7月 3日（火） 10:00～11:40  道明寺東幼稚園 遊戯室 

出 席 者 

○総務部 資産活用課 片田課長、井口主幹 

○こども・健康部 こども政策課 武廣課長、浜平チーフ、山口主事 

○こども・健康部 保育幼稚園課 白江次長兼課長、大家課長代理、 

橋本主幹、小林チーフ 

○教育部 学校教育課 西村課長、重尾課長代理 

対 象 者 
在園児保護者、あひる組保護者、周辺地域住民など 35名 

（当日受付。事前申込なし。） 

説 明 内容 

藤井寺市立幼稚園・保育所再編実行計画について、在園児の保護者、現在あひ

る組の申込みをされている保護者、来年度あひる組を考えられている保護者、道

明寺東幼稚園近隣にお住いの住民の方々に対し、計画の要旨、事由、概要、今後

の流れについての説明を行った。 

資 料 ○藤井寺市立幼稚園・保育所再編実行計画についての保護者説明会 資料 

要  録 

部会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

※ 

 

事務局 

 

 

 

※ 

 

事務局 

 

 

《藤井寺市立幼稚園・保育所のあり方検討部会 部会長挨拶》 

 

  《担当職員紹介》 

 

 

資料説明：藤井寺市立幼稚園・保育所再編実行計画についての概要 

 

  《質疑応答》 

 

 統廃合はもう免れないのか。 

 

 今回の統廃合は緊急的な側面もあるが、このまま学級人数が減ってしまうと休

園になってしまい、対応が後手に回ってしまう。それを避けるために計画的に行

っていきたいと考えている。 

 

 急な廃園とはどのくらいの規模を言うのか。 

 

 何人を下回ったら廃園という明確な基準があるわけではない。近年の入園数の

推移など総合的に見て、園の運営が難しいという判断が下れば休園ということに

なる。 



2 

 

 

※ 

 

事務局 

 

※ 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

※ 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

 

保育幼稚園課 

 

※ 

 

保育幼稚園課 

 

※ 

 

保育幼稚園課 

 

 

※ 

 

 

休園になる際は、園長と話し合われるのか。 

 

関係者の意見は聞くと思う。 

 

 今回の統廃合の話が出る前に、園長や利用している保護者に聞き取りなどはし

たのか。 

 

 今回の計画は、公共施設マネジメントの考え方から始まり、その中で地域との

懇談会など行ってきた。幼稚園については、そこで施設数の適正化を示すように

と言われている。そこで部会に話が来て、保護者等と懇談会は行っていないが、

今回検討していく中で、昨年の 10 月頃に出た今年の入園児数が、例年に比べ急

に下がってしまい、これは放っておけないということになり、急いで案を練り、

まずは再編方針を緊急に議会に報告し、計画案を示した。 

 

 なぜ道明寺東幼稚園に統合ではなく、道明寺南幼稚園に統合であるのか。入園

数や耐震の関係からも道明寺東幼稚園に統合だと思う。 

 

 行政的な考え方になると思うが、藤井寺市全体を見た場合、道明寺側では北に

道明寺こども園と道明寺東幼稚園、南には道明寺南幼稚園があり、検討には道明

寺東幼稚園に統合という話もあったのだが、南側に通える施設がなくなってしま

い公平性に欠けるということがあった。しかし道明寺東幼稚園区の北條町や船橋

町の方は、道明寺南幼稚園までとても遠くなってしまうので、結論としては遠く

なる北側の人は、道明寺こども園にも通ってもらえるようにし、道明寺南幼稚園

を残す考えとなった。 

 

通園距離が長くなる場合、車登園の許可など何か対応は考えられているか。 

 

自動車の利用については、基本的にはご遠慮いただいている。 

 

今後も許可はされないのか。 

 

今の段階では、今まで通りである。 

 

利用をして、やはり大変であるとなった場合は考えてもらえるのか。 

 

登園時の自動車利用について、保険などどういった問題があるかの検討が必要

である。 

 

循環バスなど、公共の乗り物を使う考えはないか。 
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保育幼稚園課 

 

※ 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

※ 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

※ 

 

 

そのような考えはしていない。 

 

市長が 3年保育を反対しているという噂があるが、3年保育の利用のニーズが

増えているにも関わらず、なぜ 3年保育についての考え方も計画に書かれていな

いのか。3年保育についてどう考えているか。 

 

 市長個人で決める計画ではない。市長が市の責任者にはなるが、部会で考えた

案である。3年保育については、この統廃合を機に行う決断は出していないが、

今後の検討課題となっている。保護者ニーズがあるのは勿論分かっているが、ま

ずは預かり保育を実施し、その中で公立の幼稚園で 3年保育をする必要があるの

かどうかの議論を行いたい。 

 

 園児の減少を今回問題点として挙げられているが、3年保育だから他の幼稚園

に入れるという考え方の家庭が多いと思う。検討が後に回されているように感じ

るが、早急に検討しないといけないことの一つではないのか。 

 

 学級人数のことを大きなテーマとしているので、今後の統合園についても就園

率の向上を図っていきたい、その中で長時間保育を実施し、利用しやすい公立幼

稚園にしたいと思い、それは必ず効果があるものと考えている。内部の検討では

3 年保育も絶対にするべきという意見も出ていた。一方、3 年保育を市で行うの

は大きな決断となるという意見もある。よく言われるのが、3年保育をしないか

ら私立に子どもが流れているとあるが、税金を使って公立幼稚園が民間幼稚園と

競争をしてお客を奪い合うという考え方を、本当に藤井寺市として行っていくの

かどうか、今通われている方にも甚大な影響を与えることになり、これはやって

はいけない、やるべきだという話ではなく、まだその決着がつけられていない状

況なので、外部委員を交えて市の方向性を議論していきたいと考えている。決し

てこの先、3歳保育をしないと考えているわけではない。 

 

統廃合の話が出たのが、あひる組申込みの後だった。もっと早く周知すべきだ

ったのではないか。この 1年を周知に使い、この計画を来年に回す検討もできた

はずだが、なぜこの段階で進むことになったのか。 

 

昨年の 3月に話し合いが始まったのだが、今年度の 4歳児の入園数の減り方が

我々の予想以上に減少し、緊急に何とかしなければならないという話になり、立

案検討を行った。それを議会に報告できたのが、4月 27日であった。それから 5

月の後半に公開ということになり、緊急的な対応という側面もあり、このタイミ

ングとなった次第である。 

 

あひる組を申し込んだ後に通園先が選べると聞いた。新しい通園先も見ておき

たいということで、新通園先のあひる組にも申し込みたいという声があるが、ど

のように対応してもらえるか。 
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事務局 
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事務局 
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保育幼稚園課 

 

 

 

 

 

9月からまたあひる組があると思うが、道明寺東幼稚園のあひる組をご利用の

方については、道明寺こども園、道明寺南幼稚園の最大 3つのあひる組を併用し

て利用していただくことは可能。 

 

1年は、道明寺東幼稚園、次の 1年は、新しい園に入れようと考えているが、

そのような立場の人も利用できるか。 

 

細かい話はできていないが、基本的に今あひる組を利用している方は、園を選

ぶ際に実際に見てもらわないと分からない部分もあると思うので、今の話だと、

5歳から転園が生じる方に関しても利用してもらうことは可能だと思う。 

 

そこについてはまた詳しいお知らせや新たに申込み日がつくられるのか。 

 

申込みについては、道明寺東幼稚園で道明寺こども園や道明寺南幼稚園の申込

みをしていただいても良い。また、併用したい園に出向いて申し込みをしてもら

っても良い。 

 

その対応は市の職員か、園か。そのような周知はどこがするのか。 

 

対応は各幼稚園長にお願いする。周知については封書で送るのか、園からの連

絡かは検討する。 

 

平成 31年度から選べると思うが、在園児への配慮や PTA活動が少人数になる

と運営が難しくなるが、そのあたりについてはどう考えているか。 

 

申込みの結果、少人数になってしまうことも考えられる。幼稚園の次年度の申

込みが 10 月には分かるので、そこで例えば少なくなってしまった場合、申込み

をした保護者に連絡をして相談をしたり、園同士の交流を増やしてもらったり、

年少・年長で合同保育をしてもらったり等、いろいろな対応は考えられる。人数

によってできること等も変わってくるとは思うので、そこは申し込みの人数を見

て検討をしていきたい。 

 

統合されることにより、子どもが増えると、園庭や保育室の広さや駐輪場など

施設面ではどうなっているか。 

 

道明寺南幼稚園で言うと、本来、年少 2クラス、年長 2クラスあり、それに合

わせた設備があるので十分に対応は可能。駐輪場については、基本的には設けて

いない。道明寺こども園についても年少 2クラス、年長 2クラスで設計しており、

対応は可能。 
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※ 

 

 

学校教育課 

 

 

 

※ 

 

学校教育課 

 

※ 

 

 

学校教育課 

 

 

 

※ 

 

 

学校教育課 

 

 

 

 

※ 

 

 

保育幼稚園課 

 

 

※ 

 

 

保育幼稚園課 

 

 

 

 

※ 

統合をされた際、3園に分かれることになるが、現在、小学校や保育所とまめ

に交流会をもたれているが、統合後も同じようにしてもらえるか。 

 

まったく同じようにというわけにはいかないと思うが、交流活動は子どもたち

にとってプラスになるものであるので、幼稚園や小学校に働きかけて、色々な形

で交流活動をしていけるように努めたい。 

 

例えばそれがどこかの園で少人数になっても同じようにしてもらえるか。 

 

それは勿論である。 

 

今回の話があったからと言って、今回だけではなく、これから先も、道明寺こ

ども園、道明寺南幼稚園と小学校の交流は続けてもらえるか。 

 

交流については、小学校が主でやってもらっていることが多い。できる限りは

続けていくように、教育委員会としても働きかけていく。子どもたちにとって大

事なことは続けていきたいと思っている。 

 

統合することで、子どもが増えると、発達に遅れのある子どもも多くなると思

うが、その対応についてはどう考えているか。 

 

統合をすることで、課題のあるお子さんが増えることもあると思う。また幼稚

園教諭は子ども一人ひとりの成長を見ながら声をかけたりなど行っている。障が

い児保育の支援員の配置については、所管課や教育委員会の指導主事が、その幼

稚園と話したり、保護者とも相談をしながら検討していきたい。 

 

ここから道明寺南幼稚園に通う際、通園路の狭さ、危険な場所等があるが、そ

の対処についてはどのように考えておられるか。 

 

通学路については、設定の際、安全なルートを幼稚園側と相談しながら決めて

いきたい。 

 

交通ルールを守られておらず、小学生でも危ないところが多々ある。幼稚園児

になると危険性はなおさらだと思うが、どのように対応してもらえるか。 

 

これまでも PTA等から要望があり、市が仲立ちとなって警察に相談をしたり、

通学路の点検を何年かごとに行ったりすることをお願いしてきた。当然、新たに

幼稚園の通学路ができるので、そのあたりのお願いもまたしていきたいと思って

いる。 

 

道明寺南幼稚園の耐震とエアコン設置をするとあるが、入園前にされるのか、
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※ 

 

 

学校教育課 

 

 

※ 

 

 

工事の安全等も気になる。 

 

耐震工事については夏休み期間を考えている。来年の夏休みというのは時間的

に難しい。今から日程は考え、なるべく早くしていきたいと思っている。 

 

再来年になるということか。 

 

設計に 1年かかるので、今から補正予算を挙げても再来年にはなってしまう。 

市のシステム上の話にはなるが、今これは計画の案となり、パブリックコメン

トの意見を反映できるところとできないところがあると思うが、それを経て計画

が策定されてから、予算が取れることになる。予算を取って、安全性を考えて設

計をし、工事となると、もちろん我々も最短の日程で考えているが、どうしても

このような日程になる。工事も通っている児童に影響のないように夏休み期間に

実施を考えている。ただ、予算が承認されなければ、我々も何も言えない状況で

あるので、現段階で何年度までにやりますということまでは言えない。 

 

今のあひる組だけでなく、その次のあひる組を申し込む人についても、道明寺

南幼稚園か道明寺こども園を選択できるということか。次を考えている人にとっ

ては、3年保育の私立に入れるのか、あひる組を利用するのか等、今年中には考

えなくてはならない時期となっているので。 

 

今の市の考え方で言うと、来年、再来年以降も道明寺東幼稚園区の方はどちら

か選んでいただくかたちになると思う。今年やってみて、色々な課題が出るかも

しれないので、今年度の申込み状況を見ながら対応は考えていきたい。 

 

今は 4歳児と 5歳児の交流も多くしてもらっているが、来年はもしかしたら 4

歳児が 0人になるかもしれない。そうなると異年齢交流の教育はされないという

ことか。その責任は取ってもらえるのか。 

 

 もしかしたら 0人になるかもしれない。その時は統合先の園と交流をするなど

の対応を考えていきたい。 

  

 でも絶対人数は減ってしまう。同じようにしてもらうことは無理ではないの

か。 

 

 園長たちと相談し、どういう対応ができるか、またどうしたら今まで以上の交

流ができるかを検討していきたいと思う。 

 

 検討をしても下の子どもがいなければできないではないか。他の幼稚園との交

流をしてもらえたとしても、日常的な交流はできなくなるではないか。集団教育

が大事と言われているのに、その部分は保証してもらえないのか。あひる組に 15
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事務局 
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事務局 

 

 

※ 

 

事務局 

 

人程の申込みがあり、通常ならばそのまま 15 人程の 4 歳児が確保できるはずだ

ったのに、確実にそれよりも減ってしまう。そこの責任を取ってもらわないと納

得できない。園児が減ると言うが、園児が減ることの根本は何か。 

 

何かひとつ原因があるからというわけではない。いろいろな複合的な理由があ

るが、子どもの数自体がどんどん減っており、女性の方の就業が増えていってい

る。今の公立園の話で言えば、短縮保育や夏休みがあるのでパートにも出られな

いと聞く。そういった部分を預かれるようにしないといけないと考えている。少

子化や女性の就業、私立園などの様々な要因が複合的に重なって子どもが減って

きていると思っている。 

 

一番は保育料が上がると聞いて、私立に流れたことがある。それなのに実際は

上がらなかったことについても不満をもっている人もいる。道明寺こども園のこ

とも含めて、そのようなことを繰り返し行っているから、人数が減っているとい

うことは考えられないのか。 

 

保育料の軽減についても就園率向上の施策の一つではある。東幼稚園について

は第 5保育所と一緒になる話も上がったりして、市としてもきちんとした対応が

できてないことはおっしゃる通りである。ただ、この幼稚園の統合については、

そのような現状を踏まえても、行っていく必要があると考えているのも事実であ

る。 

 

 耐震工事をするお金も税金だと思うが、ゆくゆくは子どもの数が減ると考えて

いるなら最終的にはこども園に統合という話も出てくるのではないか。 

 

 今後については、公立幼稚園が地域の中でどのような役割を果たしていくかの

根本に立ち返って議論したいと思っている。3年保育をして、民間並みのサービ

スをしていくのか、道明寺こども園に集約させるのか、あるいは障がい児保育に

力を入れていくのかなど、どのような方向性に行くかはまだ決まっていない。 

 

先程、道明寺東幼稚園か道明寺南幼稚園かを選ぶ際、市の南側に施設がないか

らという話があったが、災害時などのことも考えられたのか。耐震は平成 35 年

までにとあるが、道明寺南幼稚園は安全と言えるのか。 

 

計画には前期が平成 35 年までとなって、当然この計画が決まれば最短で予算

を組んで行っていく予定である。 

 

耐震工事より前に申し込む子どもの安全面についてはどう考えているか。 

 

工事前に設計に係るので、設計が終わった段階で工事の期間は決まってくると

思う。 



8 

 

 

※ 

 

事務局 

 

 

 

 

※ 

 

 

 

保育幼稚園課 

 

 

※ 

 

 

 

事務局 
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事務局 

 

 

 

 

 

※ 

 

 

 

それまでの子どもの安全は考えていないということか。 

 

耐震工事については、義務教育施設を中心に順次行っていっており、幼稚園に

ついても順番に終わらせていく予定である。ただ今すぐは難しい。統合と一緒に

耐震もする予定で、理想を言えば統合する際には耐震も終わらせたいと思ってい

る。ただスケジュール的に間に合うかどうかは難しい。 

 

道明寺南幼稚園の方が地盤は低いのではないか。水害があった時に避難できる

のか。道明寺東幼稚園は堤防がまだあるが、南幼稚園は浸かるのではないか。そ

ういったことも考えているのか。 

 

前回の台風の時もそうだが、危険な場合は事前の情報により休園措置を取って

対応している。 

 

災害があり、子どもを引き渡してもらう時に、今ならば小学校が隣なので一緒

に連れて帰ることができ安心だが、道明寺南幼稚園に行った場合、どちらを先に

引き取るかなどの親の不安はどうなるか。 

 

公共施設ごとに災害のマニュアルも整理されているので、今回体制が変わるの

でマニュアルの見直しも同時に行う予定である。 

 

負担は 2倍になる。 

 

そういった意見もいただき、その場合の対策も考えていかないと思っている

が、まだそこまで詳しいことは決まっていない。 

 

それを決めてもらわないと、南幼稚園に移ることはできないのではないか。マ

ニュアルを作って、出来たから、南幼稚園に統合しますと言ってもらわないと話

の筋が違う。南に移った、しかし受け渡しができないとなったら本末転倒ではな

いか。 

 

市の対応が後手に回っていることは事実だと思うが、そこまですべてを決めて

いるわけではない。それについては検討とさせていただきたい。手続きの流れで

言うと、根本の計画が策定されないと動き出せないこともある。この計画はまだ

案の段階であるので、まずは市の方針が決定され、挙がってくる課題については

順次対応していく。 

 

これからいろいろ検討するという話が多く、それに対して我々はとても不安で

ある。計画を進めるというのならば、細かいところまで詰めてから統合という日

時を決めてもらいたい。子どもが減っているというが、公共施設再編基本計画に
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幼稚園の統合とあり、それを見て公立幼稚園を避けている家庭もあることで減っ

ているのではと個人的には思う。もっと色々なことをしっかりと決めてからして

もらった方が良いと思うがどうか。 

 

今、計画案の段階で決まっていることは全てお話させてもらっているところ。

今ご意見いただいた部分などは検討したいと思う。ただそれがいつまでにと明確

には言えない。 

 

毎日の小学生の下校時間と幼稚園のお迎えの時間がかぶり、今なら一緒に見ら

れるが、統合後では小学生が早く帰り、その間不安である。道路のことも昔から

知っておられるなら、早急に対応をしてもらいたい。また小学校との行事の兼ね

合いについても考えていただきたい。 

 

いろいろとお話しいただいたが、決断する材料が少ない。施設再編基本計画の

時点で、公立幼稚園の就園率の向上のために、どうして 3歳児保育や給食を実施

しないのかというパブリックコメントも見たが、それに対しての回答は、施設に

ついては再編を行うことにご理解くださいであった。どうしてできないのかの理

由については書かれていなかったので、納得できない部分がある。また、細かい

部分を決めてもらわないと、我々としては妊娠をした時点で保育所に入れるの

か、幼稚園に入れるのかを考えてきている。それなのに短い期間でこうなると言

われても困る。 

 

今の 4歳児の影響について、どのような対応を考えられているのか。 

 

来年の 4歳児が減ってしまう可能性については、部会の中でも話も出ており、

ただ、それは次の 10 月にならないと人数が確定しないので何とも言えないが、

そのような事態になれば、今の幼児教育の質が低下しないように異年齢交流や他

園との交流で創意工夫をして行っていきたいと考えている。 

 

対応は分かるが、統合の時期をずらすことはできないのか。せめて今の 4歳児

やあひる組の子どもに影響の無いようにはできないのか。 

 

学級人数の低下を一番に着眼してこの案を進めているので、今のお示ししてい

る中で言わせていただくと、道明寺東幼稚園については平成 32 年から統合とい

うかたちで検討をしているところである。現在パブリックコメントを実施してお

り、今のようなご意見をそこにも出していただけたら、市全体としてこのような

意見があるということを議論し、最終的には計画として、お示ししていくことに

なる。 

 

色々な意見の回答はいつごろに返ってくるのか。 
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計画が策定されないと決められないこともあるので、特に耐震の部分について

は予算が関わってくるので、すぐに答えられない部分もある。市へのご意見の受

付はパブリックコメントもあるので、なるべくそこに書いていただきたい。 

 

今回は説明会の第 1回目ということだが、今後いろいろな意見も出てくると思

うが、また疑問に思うことが再び出た場合など、今回のような説明会をまた開い

てもらえるか。 

 

まずは 7園の幼稚園を周らせていただき、それでも再度説明会が必要という声

があれば、出来るだけさせてもらいたいとは思う。ただ、今後はこのように幼稚

園をお借りするのか、別の場所で実施するのかは進めながら検討となる。 

 

例えば園の運営や交流会について、細かい部分について決まった場合、こちら

からお願いをしないと教えてもらえないではなく、市が決定した内容を発信して

もらいたい。保護者としては、その都度、市がどのように動いているのか分から

ない。 

 

それで言うと、例えば災害関係では、専門の部署があり、パブリックコメント

でいただいた意見を関係課で見て、市としての回答を返すので、まずはそこが一

番早いタイミングとなり、分かりやすいと思う。それでもまだ聞きたい話がある

ということであれば、要望に応じて、説明会等を開かせてもらうことになると思

う。 

 

パブリックコメントを締め切った後でも質問をすれば、それに準ずるような回

答をいただけるか。10 月に近づくにつれ、聞きたい、疑問に思うこと、ここが

解決できなければ公立幼稚園を選べられないなどがあると思う。そういったとき

にパブリックコメントの時期ではなくても、専門の部署を通して、きちんと回答

をいただけるか。 

 

市として質問に答えないということはない。パブリックコメント募集以降にも

質問には各部署と協議をし、答えを返していく。 

 

HP や広報のパブリックコメントの記事が埋もれてしまい、必要な方へ周知が

届いていないのではないか。広報は、中身についても何も載せられていない。広

報で特集のページを組むなどしてしっかりと載せてほしかった。 

 

紙面については、今回は限られた紙面しか使えなかった。また意見書について

も、本来ならば市役所等に設置したりHPからダウンロードしてもらうというや

り方であるが、今回は利用されている方に影響があるということで、幼稚園や保

育所にも置かせてもらっているので、ご理解いただきたい。 
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何もかもご理解くださいではこちらの負担ばかりとなる。子育てされている方

にとったら、HP や広報を隅々まで見るということは時間がない。そのあたりは

市の方で努力してもらいたい。 

 

企業なら他社との競争がある。今のこの事態を見ると、統合をすれば財政が少

し楽になるということばかりが考えられて、それに対抗することを実際にされて

いるのか。なぜ公立幼稚園だけが人数が減り、片や待機児童が出ているのか。そ

こまで考えられているのかということを感じる。統合をするので、意見をくださ

いと言うばかりで、なぜその状態になったのかの説明がない。競争をするつもり

があるのか、ないのか。 

 

そもそも行政は必ずしも民間と競争をするべき組織ではない。ただ、3歳児保

育や給食等、これをやらないと言っているわけではなく、検討に時間がかかる部

分であるということである。 

 

魅力の問題ではないのか。保育所に入れる人は最初から決め込んでいるが、そ

のような人を助けるのが市ではないか。 

 

内部の検討段階ではそのような考えもあった。しかし、違う考えもあった。 

 

道明寺こども園はこども園の中に幼稚園があると聞いたが、そこではお昼寝の

時間はあるのか。 

 

道明寺こども園は保育所と幼稚園がそれぞれあり、連携しながら行事をしたり

交流をしたりしている。保育所、幼稚園でそれぞれの生活があり、保育所ではお

昼寝はあるが、幼稚園ではない。 

 

噂で聞いたのだが、保育所の子が寝ている間は、幼稚園の子は静かにしないと

いけないだとか、園庭での遊びを控えていると聞いた。もしそれが事実ならばの

びのびとした保育ができていないと思うのだがどうか。 

 

それは事実ではない。窓を閉めたら外の音は聞こえない。担任の先生は静かに

しようねと声はかけると思うが、遊びを控えることはない。 

 

0歳児、1歳児の部屋の前にある砂場は 2時から 3時の間は、砂場は禁止と出

ている。それなのにのびのびと遊んでいると言えるのか。 

 

 それは幼稚園と保育所の話し合いの中で、この辺りは来ないでと言うのはある

と思う。そこの制約をもってのびのびと遊んでないと言われるのは、園長も所長

も違うと言うと思う。 
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 実際にきらりキッズに行って、先生がそのようなことを言っているのを聞いて

いる。 

 

 我々も実際見たわけではなく、園長から聞いている限りでだが、この時間は静

かにしてなどと言うことはないと聞いている。 

 

 保育の現状を見ていないというが、現状を見に行って確認しようという考えは

ないのか。 

 

 日々の細かい保育までは見に行っていないが意見交換は行っている。 

 

 意見交換だけでは、市は現状を把握できていないではないか。 

 

 園長に確認する。 

 

 このような意見が出ているのに、園長に聞くだけで、行こうという気にならな

いのか。 

 

 こども園では幼稚園と保育所が同居することで窮屈な関係にあることは事実

である。その中でお互いを高め合うための交流も制限もあることは認識してい

る。その中でやれることをしている。単独園とはそういったところで違う部分も

あると思うが、ご理解いただきたい。毎月 1回、こども園の幼稚園教諭や保育士

と、外部の大学の先生等を交えた研究会に行かせてもらっている。連携の仕方に

ついては、今までお互いに悩んで考えてこられた。幼稚園と保育所の良いところ

をできるだけ大事にしながら研修や日々の保育を努力してやっておられる。それ

は市の方でも一緒に参加して確認をしている。確かに窮屈な部分があるかもしれ

ないが、先生方の努力で、こども園は今後良いものになると考えている。 

 

 今回は広報に小さくしか載っておらず、それを見たお母さんが連絡し合って、

知ることになり、どういうことかの理解もできなかったので、要望書を出すこと

にもなった。要望書を出すことでこのような会議も開いてもらえたが、順番が逆

だったのではと思っている。日にちがない分、子どもをどこに入れるかについて、

納得できるだけのことを知りたい。それから公立に行くのか、別のところに行く

のか等を考えたい。その知りたい部分についてあまりにも検討しますやこれから

考えますが多いので、どういうことなのかという意見が多いと思う。こども園に

ついては、私も噂を聞くが、幼稚園と保育所では違いが大きすぎてこれを一緒に

するのは時間がかかるのは分かる。親としてはそこに入れることを納得して入れ

たい。そのための判断材料となる園の説明会等はないのか。 

 

 幼稚園の申込用紙を 9 月から配布し、10 月には申込みとなるので、大筋の説

明は今のようになるのだが、細かい部分については幼稚園の統合ということで体
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保育幼稚園課 

   

制が変わるので、我々が想定していないこともこれから出ると思う。それを市と

して認識し、このように対処すると答えを返すには、時期的に、やはりパブリッ

クコメントで意見をいただいて、そして市として責任のある答えを返させてもら

うのが良いと思う。もちろんその後の課題や質問もあると思うので、その都度全

力で取り組ませてもらう。 

 

 では我々は市や教育委員会を通して理解するということで、園での説明はない

ということでよいか。 

 

 市としての責任のある回答はそこでいったん返させていただくのが良いと思

う。しかし、先ほどのこども園のことでもあったが、現場の先生にしか分からな

いこともあると思うので、そのようなことは今後詰めて課題解決を図っていきた

いと思っている。 

 

 他の幼稚園にあひる組はどれくらい在籍しているのか。今年の実績として 4歳

児がとても減ったとあるが、あひる組の時には何人が在籍していたのか。道明寺

東幼稚園は 16人いると分かるが、どこかで見られるのか。 

 

 あひる組は各幼稚園でされている事業で、今持っているデータとしては平成 30

年 5 月 30 日現在の受付人数となるが、藤井寺幼稚園 16 人、藤井寺南幼稚園 8

人、野中分園 6人、藤井寺西幼稚園 7人、藤井寺北幼稚園 13人、道明寺幼稚園

18人、道明寺南幼稚園 17人。 

 

 あひる組は各幼稚園 20人が上限に変わりはないか。 

 

 20 人上限でされているが、来年度幼稚園選びとして、あひる組を併用したい

という話があったので、今回併用される方については、20 人を超えて受入れ、

工夫して保育をされると聞いている。 

 

 4歳児もあひる組の時は同人数だったという認識で良いのか。 

 

 昨年の分は分からない。 

 

 

【要点筆記】 

以上 

 


